相　殺　通　知　書
令和　　年　　月　　日
被通知人
　東京都●○区●○町×-×-×

　●○●○ビル●階

株式会社●●●●
代表取締役　●●　●●　殿
通知人
　東京都■□市■□×-×-×

●●●●株式会社
代表取締役　■□　■□
本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

　早速ですが、以下の通りご通知させていただきます。

　今般、当社と貴社との間の工事請負契約における債権債務につき、当社は、貴社に対し、下記受働債権記載の当社が負担する未払債務と、下記自働債権記載の当社が貴社に対して有する立替金等債権は、いずれも金銭債権であるため、民法第５０５条の定めにより、両債権を対当額にて相殺致しますので，その旨通知します。
これに伴い、債権は弁済期に遡って消滅となりますので、貴社におかれましては、下記相殺後残金の金●●万円につきましては、本書面受領後１週間以内に、弊社の口座（〇〇銀行〇〇支店（普通預金）口座番号〇〇〇〇〇〇〇　口座名義●●●●株式会社）へ振込送金の方法によりお支払い下さい。
なお、上記期間内に送金がなされず、何等の誠意ある回答も頂けない場合には、民事訴訟の提起、債権仮差押え、その他の法的手続に移行致しますので、ご承知おき下さい。
記
１　受働債権
２　自働債権
３　相殺後残金
以上
　以上、よろしくお願いします。
草々

